
受賞者： 鬼頭昭雄（気象業務支援センター）
業　績： 数値モデルを用いた気候変動研究への貢献
選定理由：
　気候変動研究のための数値モデル（大気大循環モデ
ル・大気海洋結合モデル）開発は1970年代に米国で開
始され，その後我が国においても気象研究所で大気大

循環モデルの開発とそれを用いた気候変動研究が始め
られた．鬼頭昭雄氏は1980年に気象研究所のチームに
参加して以来現在に至るまで，数値モデルを用いた気
候変動研究に携わり，1993年度には大気大循環モデル
を用いた数値実験を通じた大気の長期変動に関する研
究により日本気象学会賞を受賞している．
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　1990年代に入ると，気象研究所では大気大循環モデ
ルの高解像度化と大気海洋結合モデルの開発が進めら
れた．この大気海洋結合モデルを用いた数値実験によ
り，鬼頭氏はチベット高原やロッキー山脈などの大規
模山岳が気候形成に果たす役割を調査した．山岳は大
気大循環に直接影響を及ぼすだけでなく，山岳の影響
を受けた大気循環が海面水温に影響し，それが大気循
環にフィードバックすることが気候形成において重要
であることを明らかにした（Kitoh 2002, 2004）．さら
に，約 2 万年前の最終氷期最盛期及び約6000年前の完
新世中期の気候再現実験から，現在と異なる外部条件
下においても大気海洋結合モデルが古気候的知見と整
合する気候状態を再現できることを示した（Kitoh et 
al. 2001; Kitoh and Murakami 2002）．
　1988年に「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」
が設立されると， 5 ～ 7 年毎に刊行される IPCC 評価
報告書に向けて世界各国の気候モデリンググループは
地球温暖化研究を活発化させた．鬼頭氏は気象研究所
の気候変動研究グループの数値実験結果を用いて，世
界各地のモンスーンと温暖化の関係を調査する研究を
展開した．そして，温暖化に伴ってアジアモンスーン
の循環は弱まるものの降水量・降水強度はともに顕著
に増加するのに対し，アメリカ及びアフリカモンスー
ンの降水強度は顕著に増加する一方，降水量の増加は
顕著ではないことを明らかにした（Kitoh et al. 1997, 
2013）．
　2002年に文部科学省は，当時世界最速のスーパーコ
ンピュータ「地球シミュレータ」を活用する地球温暖
化の大型研究プロジェクトを開始した．それ以降の一
連の大型研究プロジェクトにおいて，鬼頭氏を含む気
象研究所のチームは超高解像度の大気大循環モデルを
用いて台風や大雨などの極端現象や地域気候の将来変
化に焦点を当てた研究を展開し，世界をリードする多
くの画期的な成果を上げてきた（Kitoh and Kusunoki 
2008; Kitoh et al. 2009; Murakami et al. 2012）．その
間，鬼頭氏はチームの課題代表者を務めるなどプロ
ジェクトの推進に大きく貢献するとともに，自ら実験
結果の解析を行って多くの研究成果を上げた（Kitoh et 
al. 2008, 2011; Kitoh and Endo 2016a, 2016b）．
　鬼頭氏は IPCC の第 1 作業部会にて第 1 次から第 5
次の評価報告書のリードオーサーを務めたのに続き，
現在は第 2 作業部会にて第 6 次評価報告書のリード
オーサーを務め，両作業部会間の橋渡し役を担ってい
る．これらの活動を通じ，鬼頭氏は我が国の気候変動

研究の成果を世界に発信する上で大きな貢献を為して
きた．さらに，一般向けの解説書（鬼頭　2015）などの
著作により，気候変動に関する科学的知見の普及にも
貢献している．
　以上のように，鬼頭昭雄氏は長年にわたり数値モデ
ルを用いた気候変動研究に多大な貢献を為しており，
ここに2021年度日本気象学会藤原賞を贈呈するもので
ある．
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受賞者： 山内　恭（国立極地研究所）
業　績： わが国における極域大気科学・気候科学研究

への長年にわたる貢献
選定理由：
　南極と北極は地球の気候や環境にとって重要な地域
であり，そこでの気象・気候に関わる諸現象の実態や
メカニズムの解明は，将来の地球気候を予測する上で
も重要である．山内恭氏は長年にわたり両極を対象と
した研究を行うとともに，観測計画の策定と実施を主
導し，極域大気科学・気候科学の発展に貢献してきた．
まず，第20次日本南極地域観測隊に参加した山内氏
は，「みずほ基地」にて通年で大気境界層や放射のタ
ワー観測を実施し，カタバ風帯の熱収支を明らかにし
た．その後，「昭和基地」にて人工衛星 NOAAのデー
タ受信と現場解析を開始して雪氷面上での雲識別手法
を新たに開発するなど，南極域の気候・気象研究への
衛星データ利用の道を開拓するとともに，南極域にお
ける放射収支の分布と特徴を明らかにした．いずれの
研究も高く評価され，山内氏は1985年度に山本賞，
1999年度には日本気象学会賞をそれぞれ受賞した．
　その後，山内氏は南極域における大気中の諸物質に
着目し，「南極大気物質循環観測計画」など包括的な共
同研究を推進した（Hirasawa et al. 2000; Hara et al. 
2004; Suzuki et al. 2008）．具体的には，第38次日本南
極地域観測隊の越冬隊長として「ドームふじ基地」で
初の越冬集中観測を行い，氷床の涵養や熱収支を支配
するメカニズムを解明したことは特筆に値する（平

沢・山内　2017）．また，昭和基地での二酸化炭素連続
観測などをモニタリング研究観測として定着させると
ともに（Morimoto et al. 2003），世界初となる南極域
での大型気球による成層圏大気観測を推進し（Aoki et 
al. 2003），全球規模変動の監視における南極観測の重
要性を示した．さらに，大気科学のブレークスルーを
目指して実施された「南極昭和基地大型大気レーダー
計画（PANSY）」では，国立極地研究所の気水圏研究
グループ長として同計画を強く支えるとともに，自ら
第52次日本南極地域観測隊長としてレーダー建設の現
場で尽力するなど，計画の実現に向けて不可欠な役割
を果たした（Sato et al. 2014）．
　南極域に加え，山内氏は1991年に北極スバールバル
諸島ニーオルスンに基地を設置して観測を開始し，エ
アロゾルや温室効果気体などの南北両極における類似
性と相違性の理解を深化させた（Yamanouchi et al. 
1996; Morimoto et al. 2006; Tomasi et al. 2007）．そし
て，航空機観測を国際共同研究として実施し，欧州・
シベリア起源の汚染物質による放射影響や成層圏大気
の組成変動などを明らかにした（Hara et al. 2003; 
Thomason et al. 2003; Yamanouchi et al. 2005; Tref-
feisen et al. 2005）．さらに，文部科学省「グリーン・
ネットワーク・オブ・エクセレンス（GRENE）」事業
の下，山内氏はオールジャパン体制の研究プロジェク
ト「急変する北極気候システム及びその全球的な影響
の総合的解明」を新たに興し，そのプロジェクトマ
ネージャーとして多くの先進的成果の創出へと導いた
（Yamanouchi 2019; Yamanouchi and Takata 2020）．
このプロジェクトの成果はその後継の「北極域研究推
進プロジェクト（ArCS）」，「北極域研究加速プロジェ
クト（ArCS Ⅱ）」へと繋がって，我が国の統合的北極
環境研究の枠組の礎が築かれた．山内氏自身も ArCS
の立ち上げに尽力し，評議会副議長としてプロジェク
ト遂行に貢献した．
　山内氏は上記の研究活動のみならず，日本気象学会

「極域研究連絡会（現極域・寒冷域研究連絡会）」の運
営や，我が国の北極研究者の結集を図る組織「北極環
境研究コンソーシアム（JCAR）」の設立にも携わっ
た．さらに，「南極研究科学委員会（SCAR）」日本代
表やSCAR/大気科学を含む物理科学常置委員会議長，
国際極年 ICSU‒WMO Joint Committee委員（2007・
2008）などを務め，極域研究に関する国際連携にも大
きく貢献した．
　以上のように，山内　恭氏は南北両極域に関わる大
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気科学・気候科学研究の推進・発展に長年にわたり大
きく貢献してきており，ここに2021年度日本気象学会
藤原賞を贈呈するものである．
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